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一 エ ドガ ー ・ハ ウ とハ ム リン ・ガー ラ ン ドの世紀 末農 民文学
亀 山 照 夫
「きみ は彼 〔ハム リン・ガー ラン ド〕が 自分 を辺境 人だ と称 して いるの に気 がつ いたか。
ぼくには大いにこたえたよ一 打たれて爽快 といってよいだろう。もちろんぼくは今ま













たので ある。フ ロンテ ィアは ここ西海岸で 止 まればよか った。と ころが,形 骸化 した フロ ンティアの
進行の勢いは止まらず,太 平洋 を越えてフィリピン,中国にまで進出し,流血のうちにその奪取の脅
威を見せ,そ の意外な方向性に警戒の念を持っていた知識人は多く,アメリカの帝国主義的偏向ばか
りを言及 したわけではないが,全 世界的に広 く人類が刃をむき出した ことを嘆いたヘンり一 ・アダム
ズは 「人類は..。一つの蜂蜜か ら別 の もの へと,短 期間 の うちに,大 した理 由 もな いのに,〔アベル と
ケイ ンの〕ケイ ンの ごと く大虐殺 に取 りかか って いった 」(『ヘ ン リー ・アダム ズの教育』よ り 『沈黙1
(3)
章)と 語気鋭 く皮肉っているのは最 も先鋭的な批判の現わ流であろう。
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あいだに性急な信念となった。
フロンティアとはまさにアメリカ人の体験が生み出した象徴言語である。それは地理的定義という
よりも,フ ロンティア理論で名高 いフレデ リック ・J・ターナーの数多い比喩表現 のひとつレ「青春の
(4)
魔法の泉」という文明の彼岸にあるユー トピアを意味していたのであり,言い古された要語ではある
が,も う一度その象徴作用を検証 してみたい衝動に駆 られる。
すで に十八世紀 の後半か ら西漸運動(welteringmovement)はア メリカ独立戦争 を契機 として始 まっ
ていたが,「西」へ動 くという意味がは じめて文学的想像力のなかで定着したのはクレヴァクールの
r5♪
rアメ リカ 人 の 農 夫 か ら』(LettersofAnAmericanFarmer)であ る。 この著 者 は フ ラ ンス か らの 移民 族




という移ろいやす いア ンビヴ ァレンツ を早 くもみせ ている。新天地 であるフロンテ ィア も,実 際の生
活の厳しさには耐え られず,凶暴かつ粗野な世界に堕していたことが象徴 しているように,文明と自
然の二元論的思考には大きな落とし穴があったのである。
ク レヴ ァク ー ル は 彼 の 逃 避 して い く先 を 「中間 の セ ツ ル メン ト」(midldlesettlements)として 海岸
森林の 中間 に緩衝地帯 にお いた。じつは ここに'「庭 の神 話」が現われた ので ある。アメリカの十八～
十九世紀の文人たちが思い描いたのは,西部といっても,開拓の前哨戦ではなく,辺境から少し離れ
た飼い馴 らされた西部であったといえる。処女地には鋤,鍬が入れ られ,美 田が作られ,豊かな作物
がたわわにみ のる 「内奥の渓谷」〈lnteriorValley)が1世界の庭園」 にふ さわ しか るべきものだ った。
(6)
その自然のな りわいも,いわば人間の手つかずの純白の絵姿を見せ,十九世紀前半のハ ドソン河画派
の トー マ ス ・コ ール(ThomasCole),アー サ ー ・デ ュ ラ ン ド(ArtherBrownDurand)らの描 く息 をの
むすばらしい景観が織りなす大自然の風景を繰り広げた。それ らに刺激されたクーパーがインディア




た らす 「明白な運 命」(ManifestDestiny)して この運動が受けとめ られた むきが ある。こうした侵略的
な考えとは別 に,フ ロンテ ィアがアメリカの象徴言語であるゆえんは,ヨ ー ロッパ世界 との対比にお
いて初めて明 らかになるのである。もとより進歩の思想の裏面には必ず原始性への憧れがある。西漸
運動とは文化 的後退 を意味 してい る。ア メリカの未来の進路は,エ ドウ ィン ・フ ァッシルの表現を借
り て い う な ら,"back"(→backwoodsman)と"front'(→frontiers…nan)の相 克 す る 理 念 を そ の 矛 先 に
もっていたのである。この 「前進 しなが ら後退す る」フロ ンティアの土室のイメー ジ,お よび方向の
二誰 が,アメリカの文人たち禮 力・な想渤 を難 したのである.それゆえフ・ンテ・アが糾 す




ソー ロー は 「歩 く」("walking")のなかで はっき りと述 べているよ うに,多 少の 便宜をあたえて くれ
る都市文明 も,「野性 の別称 」であ る荒野=西 部の力の前 には,無 気 力 をさ らす ばか りであ る。 ソー
ローはわずか数平方マイルのウォルデンの湖を精神の渉猟 とする大自然になぞ らえ,その狭い土地が
自己に集約する小宇宙の発想に立って,西部を魂の永遠に旅立ちゆく地平として誓えたのである。ホー
ソー ンで さ え 『緋 文 字 』(TheScarletLetter)(1850)のな か で は,森 を 自 由の イ メー ジ に置 き換 え,未
知の鞍 と悪 の可能髄 鋤 てはい るものの・個 人の・文化 の"網 生を強 く示唆藷IHeste「=wilderness,
Dimmesdale=settlementsの対 比が この 小 説 に 文 化 的 振 幅 を与 え る に 役 立 って い る。




よって,ア メ リカのす べてを等 しな みに讃 える立場 を終 生変える ことはなか った。「明 白な運 命」は後
にはア メ リカ帝国主義の政治的論争の根拠 に使われた ことは,1890年代 に明 らか になるが,ホ イ ッ ト
マンは,そ うした政治性とはまった く逆に,たえず 自然の無垢の観念に立ち返って,ア メリカ独 自の
社会が成長するその基底めところに西部を置いたのである。自然を媒体にした平等主義 および民主
主義の理念を信奉す るホイッ トマンは、衰退 していく西欧の封建社会を拒み,西漸運動みなぎる開拓
者の精神そのものが未来のアメリカの紀元を画するものだとの信念に立って,太平洋まで神の意思が
伝わ って いくことを念 じた ので ある。だが,彼 の飽 くことな き地球 上の巡 礼 も,時 とす ると,西 に収
敵す る力が あいあまって,現 実 の 西部を飛び越 えて しまうことがある。 この 「循環」の完 結の響きに
は,神 話の壁 を突 き破って しまったもの の空漠 とした響きが と思 いが こめ られる ことが ある。ホイ ッ
'
トマ ソの心 には,旅 立つ前に もって いた芳醇な 「西」のイ メー ジが もう蘇 って こないので はな いか,と
いうやるせなさが付きまとう。これがあのクレヴァクールが予言した 「循環」のもつ運命の囁きであ
ろ うか 。
だか らこそ そのパ ター ンは終 末への不安 な陰 りを宿 して いた ので ある。ホイ ッ トマ ンは 「究極の完
(12;
結 したヴィジ ョンに追いつめ られて いた」とい うのは,その あた りの事情 を物語 っているので ある。さ






が 色 あせ るの に,皮 肉 に も役 立 った の が 「ホ ー ム ス テ ッ ド法 」(TheHomesteadAct,.1862)であ っ た。
戦争の混乱のさなか,共和党の政策としてうち出された こみ法案が,西部への開拓者の無償な進出を
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(13}
大の努 力を払っているのである。…」か くして大農園所有者の出現を促 して しまった。大農園は小農
民を吸収 し,土地を追われた農民は不毛の土地 を求めて動いて いかざるをえなかった。1870年代後半
の東部の産業資本主義社会の侵入に加えて,ナ ッシュ ・スミスの言う 「幻滅の西部」,つまり・「早態」




ポピュリス ト ・パーティ(人 民党)の 結成 に至 った。
西部の作家たちは,理想=神 話の幻想か ら現実の暗いイメー ジへ と転換 してい くことへの幻滅を素
材にしたのであるか ら,これが アメリカの リア リズム文学の一端 とな った ことはいうまで もない。都
市と田舎の対比が常に心理的影としてまとわりついて,作品も当然この対照的な世界の緊張の上に描
かれたのが多い。だが同時に彼 らは,「消滅」へと反転 してい くことへの現実を逆手 にとって,その 「反
抗」の過程 をリアルに題材化 したので ある。
そのジャンル といえば,あ くまで東部文 明社会を意識 した ヒの定義付けではあるが,し か し,声 を
大にして地方色文学の定義 をガー ラン ドは次のように表現している。「小説 にお ける地方色 は,土着の
者以外では,他 のどの場所,あ るいはほかの誰 によっても決 して書かれなかっただろうそのような生
(16)
地と背景を意味する」。彼の こういう表現は,地方色文学の隆盛を願っての ことであろうと思 うが,こ
の土着の表現のためには,忌 まわ しい東部社会 との腐れ縁を絶つ必要があったのだ。そのために,彼
はひとまず,西欧社会の文化基準からの離脱を宣言した。西部の内部告発の狼煙火は,より西部農民
の強い手でなされな くてはいけない,との強 い要望があって,そうした願いはかー ラン ドのみな らず,
エ ドガ ー ・ハ ウや ジ ョー ゼ フ ・カ ー・ク ラ ン ド,さ らに は東部 で 国民 的流 行 の波 に 乗 った マー ク ・トウ ェ
イン,ブ レッ ト・ハー ト等の西部出身作家 の胸 中にもあった と思われる。
ここでは,そ の世紀末の西部農民の資質を,エ ドガー ・ハ ウとハム リン ・ガー ラン ドの代表作を通
して,今 一一度検 証 した い。
エデンの失墜
当時シカゴを集約点として南西部にひろがる肥沃な大草原地帯は,文学作品としてはあまり取り上
げられ ず,エ ドワー ド ・エ グル ス トン(EdwardEggleston,1837-1902)の『フー ジ アの学 校教 師 』(the
HoosierSchoolmaster,1871;とい うイ ンデ ィアナ州 の 辺境 を描 い た りアル だ がセ ンチ メ ンタル で滑稽 な
小説がその先駆た る位置を占めたにすぎなか った。ロイ ・メイヤー(RoyW.Meyer)のことばによれ
ば,エ グル ス トンはわ き に置 いて,ジ ョセ フ ・カ ー ク ラ ン ド(josephKirkland,1830-1894)の『ズ ー
リー,ス プ リ ング ・カウ ンテ ィで最 も下賎 な 男』(Zu{y)(1885)と,後述 のハ ム リン ・ガー ラ ン ドの
(且了)
『本街道 』(1891)が目立 つ にす ぎな い と さえ いって いる。 エ ドガ ー ・ワ トス ン ・ハ ウ(EdgarWa吐son
(且8J.
Howe,1853-1937)の『田 舎町 の物 語 』(A5ごo伊of∂Coび',妙7b1γη1883)も含 めて,こ う した 作品 は,
現在の評価 では,「西部の理想化されたヴィジ ョンと対比 させた ものとして知 られてお り,粗野な個々
人の価値を発展させる場所 として,暴 力,経 済的圧迫,そ して狭い田舎者気質のもっと汚 らしい現実
q9)
感をそなえている」と言及されてはいるが,む しろ忘れ去 られて いる,と いったほ うがよい。とはい
童26
うものの,そのなかで,農民が,東部の都市空活と悪魔的な誘惑者のために破滅させられるr田舎町
の物 語』は,こ の期 の農民文学 として忘れがたい作品である。フォルサムは 「最初の農民文学の一つ
(20)
(しかも最高)」とまで称賛 している。
ふ しぎな ことに,こ の 小説では,西 部の ことばの託 りは一切使われず,言 語的に も地域的 にも注意
が払われていないが,農民生活への懐疑や風刺を秘めた深いペッシミズムが基調をなしていて,一読
の価値 はある と思う。マー ク ・トウェイ ンは,この村の描写 にはなん ら異議 を申し立てることなく,ハ
ウに 「不毛な村 の生活の描写は生 き生きしていて,さ らによい ことには真実があることです。私は知っ
(21.
ています。 とい うのは,私 はその実態を見た し,第 一生活 していま したか ら」 と書 き送 っている。
(22)
作 品 は,ア ル フ レッ ド ・ケ イズ ンの指 摘 す る よ うに,「幼稚 な ロマ ン主 義 」(puerileromanticise)」に
陥るきらいがある。しかし,壮健な肉体をもちながら未熟な人生体験ゆえに最後には狂気に落ちてい
く,無 垢なる ものの退歩[d6generation]が生々 しく描かれていて,ロ マン主義 よりもむ しろ深刻な自
然主義的 リア リズム として とりあげられるべ きだろう。 これ はまさしくエデン失墜の ドラマだ。
(23)
物語は牧師として育った作者ワ トスン・ハウの少年時代の陰欝な家庭における実際の体験をもとに
進行す る。舞台はまず フェアヴューFairviewというミズー リ州のプ レー リーと呼ばれる草原の一一地 方
の貧村である。この村 には丘の 止に教会が立ち,冬 の強風にあお られて揺れ る尖塔 は,こ の中間の辺
境の小村落の陽もささぬ ような生命の逼塞 した様子を象徴 している。 「美景」 とは皮肉で ある。
冬,必要でないのに風がびゆうびゆう吹き1また必要であるにもかかわ らず夏のあいだはそよと
も吹かないこの地方の,最も高い最もすさんだ丘の頂上に,私の父の畑のかたすみに教会が立てら
れた。 ここがフェアヴュー と呼ばれ,近 隣はその名で知 られて いた。(40-41)
語 り手の ネ ッ ド(AbrahamNedrowWesd(}ck>の父Johnは村 の唯 一一の聖 職 者 と して権 威 をふ る って
いるが,そ の放浪的な ロマ ン性 と,孤高な激情の人柄ゆえに,村人か ら敬遠 されて しまいがちである。
ネ ッ ドの母はつつ ましい性格のために,夫 や息 子への情愛が うまく表現できないま ま,夫 との間に溝
ができる。この家には,ネ ッ ドの五才年 上の叔父で,母の弟にあたるジェー ・ヘ リングが 同居 し,ネッ
ドとは1肛を分 けた兄弟の ように している。ジ ョーは篤実な農村 青年であ り,「壮健で野心的な男」だが,
ひそか に義兄ジ ョンを憎んでいる。やがてジ ョンが村の生活に飽き,ツイン・マ ウンズ ぐrwinMounds)
に一家で移 り住むあた りで,新 たな展開を見せる。ジョンは町の ローカル新聞を買収する。ところが
ジ ョンの放浪性は とどまらず,ト レメイ ン(Tremein)夫人と,愛 情の絆 もないまま駆け落ち し,町か
ら永久 に姿 をくらます。ジョンは鵬奔のさい,ネ ッ ドに手紙 で,あ れほど地獄 の天罰を説 き,地 上の
宗 教には救いがないこと,後 世にのみ救われ ること(明 らかにカルヴィニズム)を 説いた父 も,現 実
の誘惑にはただ無力であることが一層あらわになってしまい,無気力な仕事や家庭には耐えられなく
な った ことを告白する。「不満 こそがわが病である」であるとして,「もし私が もう…週間と留ま らざ
るをえない とすれば,私はだれか を殺す ことになるだろう…相手は誰でもよい。」ネッ ドは衝撃のあま
り 「泥酔 したようによろめ き」,母は嘆 き悲 しみ,そ の 日か ら窓辺 に灯火をともし,夫を待ちつづ け一
一-'一 「 「 幽㌧ 一 一'鴨 一一.鴫
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生を終 える。ネッ ドにはその 日を境に憂愁 と無気力が忍び寄っていく。
しか し,物語の核心は別のところにある。ジ ョーはウエス トロック家か ら独立 し,「諸州 の庭園」と
もい うべ き美 景 を見 下 ろす エ リ ングス ・フォー ド(ErringlsFord)に水 車 小屋 を建 て る。す で に東部 か
ら「善良な人々が いな いといわれ る」西部 に伝道の旅 して移 り住んで いるシェファー ド(Shepherd)一
家がお り,その家の娘マテール(Matee1)を見初めたジ ョーは求婚 し,結婚する。結婚 して数年後,「東
部の裕福な家庭の放蕩息子」ク りントン ・ブラッグ(ClintonBragg)が純粋無垢と思われたマテール
に影の ごとくつきまとうようになる。彼の父は,教育 に莫大な出費したあとで,「田舎で成長させよう
として 送 った のだ 。」(130)だが 皮肉 に も,父 の期 待 に 反 して ク リン トンは 「放蕩 し」(dissipates)し,
以前住んでいた町で知 り合 ったマテールが忘れ られず,電 気技師と称 してここに住むようになる。そ
して今度はフェアビューで,ジ ョーとマテールを巻き込む醜聞に誘い込む。ク リン トンはジョー に向
かって自分とマテールの過去の因縁を暴露 し,マテールもク リン トンと宿命的な愛の紐帯 でむすばれ
ていたことを告白し,ジ ョーは 「理不尽な」嫉妬に狂ってマテール をまったく寄せつけな くな る。マ
テールは思い余って実家に帰 り,ジ ョー との和解 を一 日千秋の思いで待つのだが,ジ ョーの自尊心は
それを許 さず,諦 めたマテールはクリン トンと再婚する。その結婚式の 日,わ ざわざ意地悪 く水車場
の方へ迂回 して くる二人の乗った馬車をジョーは襲いかか り,ジ ョーはクリン トンを殺害 し,自 ら牢
に入 り,服毒自殺 して果てる。マテールも,ジ ョーへの深い思慕もかなえ られず,廃 人同様にとな り,
死 んで しま う。.
この小説の劇性は,田 園の単調さを突 き破って,嫉 妬 とオ ブセ ッションに生 きようとするもののあ
がきにあ り,ジ ョーは一歩踏みあや まれ ばまった くの狂気 と化すおそれがある。ジョーが クリン トン
殺害の顛末を従兄弟のネッドに語る場面には,いままで密閉された人聞の野獣的な本能の噴出が見ら
れ る。
「いまこうしてやって しまったからには,自分のやった ことは悔 いてはいない。生 きて いて もっと
も楽 しかった瞬間は,こ こ五年という年月のあいだぼくを容赦なくつけ回 していた男の喉元 をひつ
掴 んだ ときだ」。(328)
憎き敵を引っ捕らえ殺害したという嗜虐的快感本能が青年の全意識を覆う。もはや生きる甲斐を失っ
た青年の不気味な笑 いは,ま さにエデ ンの園の崩壊 を象徴する。
fグレン ジ ャー運 動」の村 の 先導 者,1」トル ・プ リ ッグ ズ(LytleBriggs)とい う文 人気 取 りのす ね者
のことばを引用すれば,「東部でぼ くの心にぐいと迫って くるものは,四方に見る数マイルに立ち並ぶ
立派な ビルには,有 能な,精 力的な人聞がひ しめいているに違いないということだ。西部にはついぞ
そんな建物はないか ら,わ れわれのあいだにはそんな連中はいないということになる。……精 力的で
あるためには人は辺境に住まな くてな らん,な どという意見は間違っていると,わ た しはっくづ く思
う。」(23Dここにはイメージとしての西部 と現実の西部の激 しい落差がある。ヘ ンリー ・ナ ッシュ ・




ハ ウは,静 寂で素朴 な田園の生活 にしのびよる都会の,と くに東部のあや しいまでの魅惑を浮き上
が らせ,人 間の悪の底深 い陰影を背後にしのばせる。小説は一切方言を使わず,テ ンポは緩慢でいら
だちを覚える時があるものの,時間の停止がかえって人間の情感の死 を象徴するような巧みな構成を
な して い る。そ もそ も主 人公 ジ ョー の苗字 のエ リング(Errlng)でさえ も 「失敗」を暗示 し,全 編 にひ
うが る 不幸感覚(特 に"unhappy'に類 した ことばが じつ に多 い)に 満 ち,「美 景」eFairview1')全体が
農村の生命が枯渇 して しまったことの皮肉な隠喩 である。こうした例は枚挙のいとまがない。理想 と
純粋な(と いうよ りも無知な)愛 に燃えた主入公ジョー ・エ リングが,愛 をめ ぐるこの世の 「悪」を
知 り,狂気的嫉妬に変貌 していくことによって,作 者は田園における生命の再生を断念 し,深 いペシ
ミズムに陥って いる。この作品は,拡 大され透視化されたフロンティアのネガティヴな現象,象 徴と




向か ら見据えてその リアルな形層を凝視する ことの忌まわしいこと,またそれを美的に浄化すること
の規範がな いことを,ま ざまざと知ることになる。文学作品 としての描写で,美 と自然の調和する絶
対的な基盤がないことも,確立 したジャンルと して浮かび上がっては こない原因になる。ハウはその
ことを十分認識 していたに相違ない。大地にまみれ人間的に失格されなが らも,復 讐を遂げ,快 楽感
覚 を狂気の うちにも志向 しつつ自らの命 を絶 った男の復讐の ドラマを,これほどまでにリアルに描い
た作家は,こ の時代ではなきに等 しかったのではないか。その意味では,や やセンチメンタルではあ
るが,ハ ウの悲劇的視野 を高く買いたい。言いだせば,マ ーク ・トウェイ ンが この作品に深い共感を
もったのも,都会育ちの悪に弄ばれた状況 にあって,貧 困にまみれつつ人は何をあてに生きてゆけば
よいのか,愛 を失ったジ ョーの絶望感 に深 く共鳴 したか らだろう。
これ に対 し,ハ ム リン ・ガ ー ラン ドはそ の楽天 的な 基調 はエ ドガー ・ハ ウと比べ る余地 もな く,東
部で学問 を取得してきたことの功罪が相半ば していると言 っては過言で あろうか。彼のr本 街道』
(25)(26>




eStraddle-bug"),初期 の 作 品 に は ぱ らつ きが 見 られ る のが 残 念 で あ る。 と も あ れ,こ こ
では彼の 『本街道』を概観し,それが発表されて日時 を接するようにして発表 された評論r崩 れゆく
偶 燥』(CrumblingIdles,.1894)を・も随 時参入 させ,東 部に文化 がか たよ って しま うことへの反発(現
実の小説では農民の挫折で終わってしまうが〉から西部解放を訴え,ア メリカの文化の高低差を鋭く
φ




一 一エ ドガ ー ・ハウ とハ ム'リン ・ガー ラン ドの 世紀 末農 民文学一
西部への帰還
1860年ウ ィス コ ン シ ン州 ウ エス ト・セ イ ラム(WestSalem)に生 まれた ハ ム リ ン ・ガー ラ ン ドは,八
才の ときアイオ ワ州の ウィニシェイク(Winnesheik)に移 り,文 字通 り農業生活の現状をつぶさに観
察。 自ら農事 に勤 しみ,報 われようのない農民の姿 に深 い共感 を寄せて いた。その後,住 まいを転々
として,サ ウス ・ダ コタの父のもとで働 くうちに東部生活に憧れ,ま た草原 を開拓 してゆ く熱意を永
久に冷や して しま うほどの凍てついた辺境の大地 に農 業の気 力を失 って,1884年夏,ボ ス トンに旅
立って いく。彼 にとって大きな転機がや ってきた。
東部の名門八一ヴァー ド大学の門を叩いてみたが,大学は田舎者の彼を相手にするはずがなく,や
むなくボス トン ・パブリック図書館で孤独と貧困に耐えながら,読書に明け暮れた。都会での体験の
なかか ら,彼はロシア文学,特にツルゲ ネフや トルス トイの ロシア農民の粘着的生命に共感 を得て,ハ
ウェルズやジェイムズの リアリズムを批 判した。 当時アメ リカを席巻 していた進化論者チ ャールズ ・
ダーウィンを始め,社 会進化論学者でガーラン ドが多大の影響 を受けたハーバー ト・スペ ンサ ー,そ
れにジョン ・フィスク,ヘ ッケル等の諸説と織 りまぜた社会批判の リア リズムを提唱 した。
そ こヘホイ ッ トマ ンの著書 『草の葉』との出会いがある。ホイ ッ トマ ンの国 民詩人 として感情や,労
働者魂か ら生まれる同胞愛 に共鳴 して,1886年ガー ラン ドはホイッ トマ ンにあてて,「ぼ くは辺境人で
す。ウィスコンシンで生まれ,大 草原地帯の辺境で育ったのです。〔ハーバー ト〕スペ ンサー氏の門下
生で,それゆえ,批評の比較方法に励んでお ります。あなたの詩がか くも私 を改宗す るとは,私 にとっ
て詩 の力の啓示であ ります」云々の手紙 をすでに書いて いた。ホイ ッ トマ ンは;年 後(August18,1888)
この手紙を取 り出 し,単 刀直入な文面 に深い共感 を示 した ことを,友 人のホ ラス ・トラウベル に率直
に語ってお り,それ については本論の 冒頭の引用文で示 した。ついで同年の9月26日 ガー ラン ドがホ
イッ トマ ンを実際訪ね たお りにも,彼は好印象を持ち,「ガー ラン ドには一一良い種類の一一 ガッツが
(27)
ある。声 は男 らしく一一話 をする際に人を引きつける低音の響きが ある」と称賛 して いる。西部人の
イメージを彷彿 とさせる玲瀧 とした声の響 きをもつ,そ んな印象をホイ ッ トマ ンに与えた ようだ。そ
こでの体験 によって,ホ イ ッ トマンが 「遠 くか ら眺めた にす ぎない」西部を,そ の微視的視点 はガー
ラン ドガミ弓1き受 けた,と いえるのであって,そ の時か らガーラン ドの双肩 には西部の実情 を挟ってい
く決意が重 くの しかか ったというべ きだろう。
(28)
あくまで精神的冒険の領域ではあるが,彼は 「哲学的懐疑のはるかに荒涼とした土地」へと足を踏
み入れ ることになる。そ うした懐疑心 を心 に秘めて,ふたたび西部世界へ と足 を向けるのである。1887
年秋サ ウス ・ダコダに帰 ってみて,あ らためて農村の過酷な現実を目撃し,そ の ときの感想を,草 原
地帯 に住む人々の孤独,人 生の無期,た ゆまざる労苦の生々 しい現実,そ の 「色 彩の乏 しさ,人 々の




このように してガー ラン ドの土着的表現 には,都会で味わ った試練 という生々 しい傷痕が まとわ り
つき,おのれの夢の挫折をひきずって田舎に舞いもどってきたものの後ろめたさがある。それは前述
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のエ ドガー ・ワ トス ン ・ハ ウの作品とは少 し表現 を異にするとはい いなが ら,や は り作家みずか らが
東部人の目と,西部人の現実感の二極をあわせもっていて,この二つの世界の価値の競合に,作品の
主題 を収束させて いったのは当然 といえる。
しかし,か ランド膿 民蜥 のアブ・一チの仕方は・すでに述べたが・櫨 的に農民の世界を内
側か ら弾 き出そ うとするものではなか った。彼の言 う 「田園気 質」(provincialism)は「芸術創造のモ
デルとしての母型に対する依存」を意味するものだが,土着の文化の創造にはどうしても 「脱中央化」
(decentralization)のプロセスを踏 まね ばな らなかった。彼が都会の試練 と洗練 の網 目をくぐり抜けた
あとで,そ の体験 を傷痕 としなが ら,田 園の生活 に立ち返 ってい ったので ある。それは処女作U本 街
道』{1891)のい くつかの短編の構成の うえに明確に現われているばか りでな く,人物描写の点でも都
会人 と田舎人のあいだには微妙な差異が見 られる。ガー ラン ドは 「リア リズム」 という語の代用 に,
fヴェリテ.溜 、(。,,、t、、m)という語 を使い,その銀 の微妙な蓄妾髄 埋めようと努力 したのである・
「ヴェ リティズム」とは 「結局,おのれの真実への情熱 と個 人的な表現 の情熱のための声明である。ヴェ
リティス トは…偽 らざる確信を述べる ことに没頭 し,そうす ることによってのみ真理の大義名分は前
進す るもの と信ずるので ある」。ここには リアリズム以上の,よ り自己主張的プ ロパガンダが色濃 い。
そうすることによって地方文学をより文節化,よ り活性化して,東部的発想の向こうを張る新しい機
軸 を打ち出そうという意気込み を見せ ようとしたのだろ う。ただそ うす ることで,自 然 と人間との悠
久た る生活 の,い わゆ る自然体が破綻 し,妙 に肩肘立った窮屈なイ ンパク トが介在 して しま う。自然
に近づ くほ どに自然が遠 くなって いく感 があるのは,「ヴェリティズム」の難点 と言えるだろうか。
農民受難
,本髄 、を構成する初版溜 のうち,純粋に戴 の生漉 内側から描きだしたのが,・トウモ・コ
シ 畑 の 問 で 」("AmongtheCorn-Rows"),「獅 子 の つ め の 下 で 」("UndertheLion'sPawl1),「リ プ リ ー 夫
人 の旅 行 」("Mrs.Ripley'sTrip'「)の三 編 で,都 会,ま た は 戦場 か ら帰還 す る ドラマ が 「分 岐 道 路 」"A
BranchRoad',「ク ー リ ー の 奥 に 」('「UptheCoule";,「一兵 卒 の 帰 還 」(1「TheReIurnofaPrivateうで あ
C
る。また厳 密 にいえば,主 人公が二 つの世界を往復 して いるのが,「トウモ ロコ シ畑の問で」と 「リブ
リー夫人の旅行」で ある。
「一兵卒の帰還 」は,ガー ラン ドの実の父親が南北戦争か ら帰還 したエピソー ドをス トー リーに した
もので,名 もな き人間に とってはそれが…・生に数少ない劇的な瞬間であることをわれわれに納得させ
る。村は外来者の刺激を待ち焦がれ,そ のいじらしいまでの生の歓喜はエ ドガー ・ハウに通 じる主題
であるが,ガーランドはそれを農民への信頼の裏付けのものにあくまで農民精神の謳歌に還元してい
る。シンプルで構成で田舎人の朴訥さがよ くあらわれて いるのが,「リブ リー夫人の旅行」である。「広
大なアイオワの大草原」で極貧の農家の夫人が,二十五年間帰筍ことのなかった故郷ヤーク ・ステイ
ト(YaarkStatc)に帰 りたい一心で,涙 ぐましい綿密な計画 を立て,よ うや く思 いを遂げたのち,ふ
たたび 自宅 に帰 って くる。とぼしい旅 費をめ ぐっての老夫婦のや りと り,老夫 人が慎ま しくも心肺っ
て たどりゆ く道 の りに,心温 まるものがある。「分岐道路」は,昔 の愛 を取 り戻 そ うと真一文字 に愛の
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楽園の灸墜と農民の嘆き
一 一エ ドガー ・ハ ウとハム リン ・ガー ラン ドの世紀末農 民文学… ・一
道を蕃進ずる純粋な(や や乱暴ではあるが)青 年ウィル と,色香は失せたがひたす らに彼の帰 りを待
つ少女アグネスの物語で,読 むものをかな り納得させる。このようにガーランドは,日常の気の遠く
なるような平板なルーティンのなかで,劇 的な時間のわずかな持続を求めて,ひ たす らに 「愛」「恋」
の至純さを遂げようとする農民のひたす らな心を描いている。




推移が痛ましい。誠実さの麻痺した 「獅子」に振 りおろす小作農民の鍬 も,援護のない反抗 を示すに
すぎない。この悪徳地主は 「だれ も信頼しちゃいけませんぜ,友 人1と毒づく。「これが法律ってもの
ですぜ」。
ハスキンズはRの 前が真暗になって,そ ばにあったオー ト麦の束の上に坐 りこんだ。それから目を
かっと見開き,頭 を垂れて,自 分の状況をじっと考えた。おれはライオンの爪のかかったのだ。彼





のロブ(Rob)青年に見 られる軽率な農民像で満足 してLま っては,ガー ランドは本質的な農民の内面
の彫琢においてはやや不得手であるような印象を与える。健全なアメリカ農民というイ メージを崩す
まいとする気持ちはわかるが,そ の信頼感が逆に,知的な奥行 きに欠ける,生硬で情感の揺 らぎに乏
しい農民の映像に還元されて しまう。むしろ,都会人が田園の境界線を越えて入 って くるときの心理
的動揺,生 活感覚の違いによる断絶感によ り真実味があるようだ。
「クー リ…の 奥に」("Up重heCoule'「)は,故郷 を捨て た ものが ふたたび 故郷 を訪れ る主 入公ハ ワー ド・
マク レイ ン(HowardMcLane)が,農民の弟 か ら手ひ どい仕打 ち を受 ける作品 であ る。
大麦の穂が農民の鎌にすばや く刈 りとられ,六 月の暑い日差 しのなかに肥沃な田園がひらけ,遠 く
には青 く霞んだ山並みが見える。車窓の下の流れの早い清らかな小川が こころよい風を送りこむ。田
園の生活 にはどこといってせせ こましいところはな く,豊かな広が りには荘厳な営みがあり,活気に
あふれ,青 春の雰囲気がみなぎる。汽車はミルウォーキーか らミシシッピを抜け,ウ ィスコンシン川
を渡って,いま十年ぶりに故郷の土を踏もうとしているハワー ドは移 りゆく景色に昔を懐かしむ視線
を送っている。緑なす草原,金 色に熟れる穀物。これ こそハワー ドが都会の生活で枯渇 していた自然
の眺め,そして農本主義社会の理想郷であり,自分が西部人であることの誇 りが万感胸に迫ってくる。
ラクロス渓谷は夏の灼熱の太陽にうだ り,遠 く故郷の町は昔の薄汚さを見せはするものの,やがて地
平線をまるく囲む丘陵はまるで円形闘牛場の ごとき威容をあいかわらず見せてお り,ハワー ドは思わ
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ず 「す ば らしい1」 と叫ぶ。やがて町に入 ると,彼 の恰幅のよい身な りは人々の注視 の的 とな り,ハ





げる老人,暗 い家のなかか ら聞こえる赤子の泣 き声,そ れ らを観察す るハ ワー ドには 「たち どころに
美 しい平和な谷の印象は失せてしまった。彼は背筋に強い寒けが走るのを感 じた」(5D。庭先でグラ
ン ドを待つハ ワー ドの心にはもはや帰 郷の感動 は消え失せ,農 家の 「汚 らしさ,遅鈍,つ ま らな さ,そ
して果て しない骨折 り仕事」が彼 の心 を沈めていく。(ただ ここで不満 を言 うな らば,十 年前同 じ釜 の
飯 を食 っていた家 人が,ど うしてか くもまるで完全な旅人のよ うな観察の目が持てるのだ ろうか,と
い うことだ。)兄のグ ラン トにはハワー ドのば りっとした恰好が第一気 にい らないようだ。母は灰色 の
髪をした老婦人が庭の片隅でゆり椅子に腰をおろし,ぼんやりと薄青い空を見上げている。彼女の様




な して,こ の庭先の兄,母 との再会はガー ラン ドの文学のセンチ メン トと して秀逸で はあ る。しか し,
これか ら先の物語の推移は きまりきって いて,ハ ウー ドの妙にカみかえった ことばやパ フォーマ ンス
が ときには滑稽 になる。弟が どんな に貧乏生活 を送 って いるくらいは察知 していてよか ったのだ。そ
れ ともハ ワー ドが出奔す る以 前の状態はそれほ ど裕福だったのだろ うか。それに,彼 が音使 っていた
であろう家具,調度品などには個人的思い出があると思われるのだが,た った十年の不在でまるで余
所者が〈 もの〉 に触れるような言い方 をす るのは,ど うい うものか。
ハワふ ドは都会では演劇人である。少々大げさに芝居がかった言い方をするのは止むを得ないのか
も知れない。だか ら彼の大 げさな観察眼 は,家全員の顔 に浮き出た 「悲劇 の霊」(129)を見て取 り,「無
限 の悲劇」(129)がある と見 る。また弟の生活の実態を見て いるもの として,「牛の乳搾 りを書いて い
る詩人は,ハ ンモックか らその様子 を眺めなが ら書いて いる」(123)に過 ぎな いと考え,芸 術 と現実
の相剋 を黙って見過 ごす わけにはいかない,と 厳 しく自 らの律 し,深 く問いただ して いるのは,彼 が
ハ ーバー ト ・スペンサーの進化思想,社 会改良主義の書物 を紐解 いていた ことか らも分か る。
だがハ ワー ドとグラン トとの対立は最 後にな っても解けな い。弟は,「人生なんかおれにはたい した
価 値はない」「おれ は負け犬だ」fいまごろ来て ももう遅い」な どと,無頼な姿勢を崩そ うとは しない。
ハ ワー ドが今 までの不在に対 して詫びる とともに,経 済的援助 をも惜 しまな いと書 って いるのに,そ
れ を断 るところにも,彼 はなにか不平,不 満があるのか。そ う思って見てみても,嫁 とは巧 くやって
いって いるし,体 も健康そのものである。それにもかかわ らず,グ ラン トの性格 にどこか依枯地が あ
るのは,ど うや ら,長 いあいだの不満や,貧 乏 との戦い,ア メリカの夢の挫折な ど,当 時の決定論 が
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世間 にも弥漫 して いて,ま さ しく 「蜜入 りの皿の中の蝿の ように」(亘27)のように,人 間の心 をがん
じが らめにしてしまう,まことに震醸すべき力があったようである。無気力さは西部農民の無気力さ
を表わす。無限に続く労苦に嫌気がさし,未来のない暗い生活の見取 り図がぶら下がっている惨状だ。
エ ドガー ・ハ ウ とハム リン ・ガー ラン ドの両作品 ともに,ア メリカのエデ ン的フロンティアに植民 し
たはずの人々のもがき苦しむ声が聞こえるようで,世紀末のアメリカ社会は必ず しも薔薇色というわ
けにはいかなか った。
「反抗 する農 民」と副題 を付 けてみたかったが,そ れ も挫折 したようだ。ただ,ガ ー ラン ドにつ いて
いえば,彼 はこのあと,「文学 の地方分権化 」を主張する ことはやめて,一 転 して,遥 かな影 とで も称
すべきロッキー山脈に分け入った作品を多く書き上げており,朴訥なほど西部および西部人を愛し,彼
らの生きる喜び悲 しみ を誠実 に書 き一ヒげた。彼 こそ真の フロンティ アマ ンとして,フ ロンテ ィアの実
質的な最後の光芒を歌い挙げていったといってよいだろう。
ガーランドは,ア メリカの楽天主義を背にした作家だという風に受け止め られがちだが,彼の 『崩
れゆく偶像』を通読してみると,人種差別撤廃の発言があり,印象主義の紹介の先駆者としての熱の




と臆す る ことな く宣言す るガー ラン ドは,「まさにこ うした芸術の生 と真実 に忠誠を ささげる 『ヴェ リ
ティズム』を,擁 護 し,基 礎づけた。くどくどと理屈 をもてあそぶ ことは しなかった。彼は至極単純
に,作 家 とい うものは,自 分の知 って いること,理 解 して いる ことを,誠 実に書 くことで,真 理 と自
己を表現す るべ きだ と,考 えた」と,美 術研究家 レオニー ド・ア ン ドレ…エ フは評価す る。ガー ラン
(35;
ドは 「人生へ の忠実 さというパ トス」に殉 じた真摯な作家だ ったのだ。「ヴェ リテ ィズム」は一種の プ
ロパガ ンダで はな いか と,私 は先につい 日を滑 らせ て しまったが,そ の精神 をもっと率直に辿 ってみ
ると,芸術と人生への信奉に殉 じた勇気ある作家の姿が見えて くる。アメリカに新 しい美の地平を切
り開こうと,r印象主義」を積極的に紹介したガーランドは,ただ単に失われゆく西部の残照を惜しむ
センチメンタルな作家などではなく,西方の生命と美とを限 りなく追求しようとした作家であること
を,も う一度確認すべ きだろ う。
現代,PC(Po且i竜icallyCorres1)論争がか まびす しい。多民族の犠牲の もとに成 り立 う と考 え られて い
る 「フロ ンテ ィア」が,そ の存在その ものの意義が問われるに際 して,「フロンテ ィア」の存在 を疑わ
なか った十九 世紀末のア メリカを傍観する現代人の,こ れはlamentであろ うか,そ れ とも歴史の強権









rフレデ リ ッ ク ・ 」 ・タ ー ナ ー 」(研 究 社 童975)「ア メ リ カ 史 に お け る フ ロ ンテ ィ ア の 意 義lpp.63-93、
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にOliverHudsonKelleyによ っ て 結 成 さ れ た 秘 密 社 会(PatronsofHusb麗竃d【y)でGrengeと呼 ば れ,農 民 共 済 組
合が推進 した。
(15)ポ ピュリズム運動 とは,!890代 西部,南 部の農民を中心に結成された第三三政党が農民不況,生 産経費の高
騰,鉄 道等の独占的なつ り上げに対 し,起 こった運動。ポ ピュ リス ト党は1892年ネブラスカ州のオマハで第
一回の全国を開き,189G4}=の選挙に際 しては民主党 候補で銀貨自由鋳造 を主張す るウィリアム ・ジ ェニ ング





Lolldo",1965).彼は こ の 中 西 部 と い う 領 域 を オハ イ オ,イ ンデ ィ ア ナ,イ リ ノ イ,ミ シガ ン,ウ ィ ス コ ン シ ン,
・
ミネソタ,ア イオ ワ,ミ ズー リ,カ ンザス,ネ ブラスカ,サ ウス ・ダコタ,ノ ース ・ダコタの十二州に限定
している。この広大な領域はメーヤー も指摘するよ うに,膨大な変容性を抱えているが,た とえばハムリン・
ガーラン ドの故郷 ウィスコンシンといえば,ホ イッ トマンも 「西部」である。はるか辺境の国 という感覚が
135
楽園の失墜と農民の嘆き
一 エ ドガー ・ハウとハムリン ・ガーラン ドの 世紀末農民文学一
東部 人にはあった。 晒 部」 とい うイ メー ジはむ しろ 「中西部jの 「中」(Midd匪e》の あた りに強調 あるいは
豊穣の象 徴が託 され ている,現 実の 「西 」もロッキー山脈を越え ると,そ のイメージは ゴール ド・ラッシュ
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